
令和７年度 府中市校長会 

 

Ⅰ 活動方針・重点事項等 

本校長会は、小学校２２校の校長で構成し、「 ふるさと府中に誇りをもち，知性や感性を磨き、

豊かな人間性を備え、心身ともに健康な子供たちを育てる」という府 

 中市教育委員会の基本理念の下、 府中の教育を推進する校長会」とし 

て、一層充実した学校教育の推進を使命としている。また、子供たち 

の安全と成長のため、２２校の全校長が一致団結し、校長連絡会をは 

じめ、情報交換や意見交換を密にして学校経営にあたっている。 

 

Ⅱ 活動・取組  

 １ 校長会自主研修会 

教育管理職等を目指す人材育成を目指し、年間を通して実施 

 （１）開 講 式 令和７年４月１４日（月） 講話 府中市教育委員会教育長 

         対象：全校長、全副校長、教育管理職選考受験者、任用審査対象者  

 （２）論文指導 校長等が担当し、講義・演習及び個別指導実施（研修担当者が割り振りを計画）  

 （３）面接指導 ７月中旬から９月にかけて実施  

（４）閉 講 式 令和８年２月１２日（木） 講話 府中市教育委員会指導室長 

 

２ 研究・研修活動 

第６９回東京都公立小学校長会研究発表会を今年度２月に控え、 これからの学校教育と学校

経営の在り方～いじめ・不登校等対応の充実を目指して～」を主題に、 第３次府中市学校教育プ

ラン」の方針に基づく学校経営を全校で推進し、社会を主体的「・創造的によりよく生きる力の育

成と、学びの機会を保障するための支援の充実に取り組んでいる。 

昨年度は、人権教育Ｃブロックの研究協議会「（１１月）において、「 これからの学校教育と学校

経営の在り方～人権教育の視点から～」を主題に、「 共生社会を生きる児童の育成「（自尊感情）」、「 子

供の学びを保障する不登校支援「（不登校）」、「 子供の見方や捉え方を高める教員研修「（児童虐待）」

の３つの視点に基づく取組について発表した。 

今年度は、２２校全校で、「 心の健康観察」「（児童アンケート）の活用、 サポートルームによる

不登校支援」、教員対象の不登校防止研修等を一層推進し、重層的な支援の充実に努めている。 

  

Ⅲ 地区の特色 

校長会として、府中市立学校の教育課程編成に向けたグランドデザインに示された「 発見する

こと」 対話すること」 決定すること」 表現すること」を具現化した取組を推進するとともに、

府中市教育委員会が設定した「 熱中症予防要配慮期間」に基づく熱中症予防対策を徹底している。 

また、校長役員会と教育委員会との打ち合わせ会を月１回設け、地区教育委員会との連携を深

めている。全校長が府中市ＰＴＡ連合会の理事であり、研修会に助言者として参加するほか、市

教委主催や市後援団体主催の行事をはじめ、青少対各地区委員会、民生児童委員、各スポーツ団

体等の諸団体との連携や、地域特有の行事等、学校の代表者であると同時に校長会の一員として

連携し、責任ある役割を果たしている。 

府中市立教育センター 
学びの多様化学校「かがやき」を開室 


